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生化学的な解析からPIGVよりも後期のステップの遺伝子の欠損で高アルカリフォスファターゼ血
症が、全ての遺伝子の欠損に共通した症状として痙攣発作が見られることが予測されるため、
患者の解析を行い、先天性GPI欠損症が含まれているかを明らかにすることを目指す。


